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２I１２ 

自然科学・生命科学系研究者がトップジャーナルと認める 

学術雑誌に関する調査 

 
○林 和弘 白川 展之（科学技術・学術政策研究所） 

 

 
1. はじめに 

グローバル社会における研究開発競争の加速化

や競争的研究資金の増加を背景として、近年研究評

価に関する関心が高まり、研究を定量的に評価する

試みが繰り返されている。特に公的資金を研究開発

に投資するという観点、さらに投資対効果（ROI, 

Return Of Investment）の観点からの議論や取り組み

が盛んである。その前提として研究の量としては学術

ジャーナルに掲載された論文数をもって計ることが可

能である一方、研究成果の影響度を定量的に示す

代替変数としては論文の被引用数が多く用いられ、

被引用数を用いた研究成果の影響度の測定は計量

書誌学、科学計量学のテーマとして様々な試みが行

われている。[1][2]当研究所においても、サイエンス

マップ、国別ベンチマーク、大学ベンチマーク等にお

いて研究の質を議論する際の一つの指標として被引

用数をベースに議論が行われている。[3][4][5] ある

いは、被引用数以外の新しい影響度の測定の動きも

ある。[6] 
一方、研究者個々人の意識の中では、自身の主

観に基づくジャーナルの格付けが存在し、また、研究

者コミュニティーの大半が認めるトップジャーナルが

分野ごとに存在すると言われている。このようなトップ

ジャーナルに掲載される論文は、研究者コミュニティ

ーが認めた研究としての成果と考えることができ、一

定の影響度があると見なすことができる。この研究者

が認めるトップジャーナル群を明らかにし、定量的に

論文数などを解析することによって、新しい研究評価

に役立てる手法を開発できる可能性がある。 

本研究では、研究者が最高の成果を得られた際

に発表を考えるジャーナルをトップジャーナルとし、

自然科学・生命科学系の研究者を対象行った調査

の分析概要を報告する。 
 

2. 調査データの概要 
2.1 調査時期と対象と内容 

本調査分析のために、Nature Publishing Group が

行った調査のデータを導入した。 
この調査データは 2011 年 9 月、同出版者サイトに

登録している約 5 万人の科学者と、別に用意した約

10 万人の論文著者あてに email で web アンケートの

参加を依頼したものである。中でも活動的な科学者

を母集団とするために、最近 2 年間に論文を出版し

たことのある科学者だけがアンケートに進める設計と

なっている。 
アンケートは表 1 に示す 8 分野に研究者の分野を

分け、その後に、「自身の研究において、最高の成果

が得られたときに、論文を掲載したいジャーナル」を

6−10 誌挙げ、続いて、そのジャーナルリストに順位を

つけていただいた。 

以上の内容で 3921 人の回答が得られ、データ不

備等の理由で解析が行えない 20 件を除いた 3901

人の回答を得た。このデータを入手しその内容につ

いて解析を行った。 
3. 調査結果と考察 
3.1 全体像 

まず、回答者の分野の分布を表 1 に示す。生物、

医学が突出して多い。続いて、3901 人が挙げたのべ

30000 弱のジャーナルの特定作業を行った。一部の

エラー（記載のジャーナルが存在しない、ジャーナル

候補が複数存在する、ジャーナル名ではなく電子ジ

ャーナルプラットフォーム名を挙げているなど）を除き、

1836 誌の特定できるジャーナルに収束した。後述す

るが、一人あたり 7-8 誌を挙げているにもかかわらず、

2000 以下のジャーナルに収束していることは、分野

を問わず科学者が認めるジャーナルの存在を裏付け

ている。 
 

表 1 回答者分野別分布 

 
 

 

分野 回答者数

Astronomy and Planetary
Science

54

Biology 1521
Chemistry 380
Earth and Environmental
Science

216

Engineering 169
Materials Science 195
Medicine 1065
Physics 301
total 3901
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表 2 分野別トップジャーナルリスト(10 位まで) 
Astronomy and Planetary Science 回答数 Biology 回答数 Chemistry 回答数 Earth and Environmental Science 回答数

1 SCIENCE 44 NATURE 1162 J AM CHEM SOC 264 SCIENCE 149 1
2 ASTROPHYS J 43 SCIENCE 1124 ANGEW CHEM INT EDIT 230 NATURE 146 2
3 ASTRON ASTROPHYS 41 P NATL ACAD SCI USA 868 SCIENCE 221 NAT GEOSCI 125 3
4 NATURE 40 CELL 734 NAT CHEM 215 GEOPHYS RES LETT 87 4
5 ASTRON J 35 PLOS BIOL 497 NATURE 197 EARTH PLANET SC LETT 77 5
6 MON NOT R ASTRON SOC 35 NAT CELL BIOL 331 CHEM COMMUN 148 GEOLOGY 73 6
7 ICARUS 19 EMBO J 319 J ORG CHEM 116 J GEOPHYS RES 67 7
8 J GEOPHYS RES 13 J BIOL CHEM 315 CHEM-EUR J 109 P NATL ACAD SCI USA 61 8
9 GEOPHYS RES LETT 12 NAT MED 309 ORG LETT 107 J CLIMATE 33 9
10 NAT PHYS 10 NAT GENET 264 P NATL ACAD SCI USA 85 GEOCHIM COSMOCHIM AC 31 10

総回答数 375 総回答数 12075 総回答数 2901 総回答数 1588

回答者数 54 回答者数 1521 回答者数 380 回答者数 216

回答数/回答者 6.9 回答数/回答者 7.9 回答数/回答者 7.6 回答数/回答者 7.4

Engineering 回答数 Materials Science 回答数 Medicine 回答数 Physics 回答数

1 SCIENCE 93 NAT MATER 142 NEW ENGL J MED 719 PHYS REV LETT 257 1
2 NATURE 87 ADV MATER 112 LANCET 638 SCIENCE 201 2
3 PHYS REV LETT 40 NATURE 110 JAMA-J AM MED ASSOC 445 NAT PHYS 201 3
4 P NATL ACAD SCI USA 40 SCIENCE 106 BRIT MED J 299 NATURE 192 4
5 error_2（複数候補があり特定できず） 38 NANO LETT 83 PLOS MED 256 PHYS REV B 110 5
6 APPL PHYS LETT 36 NAT NANOTECHNOL 74 CIRCULATION 187 APPL PHYS LETT 94 6
7 NAT NANOTECHNOL 31 PHYS REV LETT 62 J CLIN ONCOL 167 P NATL ACAD SCI USA 71 7
8 NANO LETT 31 ADV FUNCT MATER 60 LANCET ONCOL 145 NAT MATER 70 8
9 NAT MATER 30 APPL PHYS LETT 55 ANN INTERN MED 143 NAT PHOTONICS 62 9
10 NAT PHYS 24 J AM CHEM SOC 50 BLOOD 121 NEW J PHYS 60 10

総回答数 1188 総回答数 1521 PEDIATRICS 121 総回答数 2236
回答者数 169 回答者数 195 総回答数 7509 回答者数 301

回答数/回答者 7.0 回答数/回答者 7.8 回答者数 1065 回答数/回答者 7.4

回答数/回答者 7.1

3.2 分野別の結果と考察 
得られた結果を 8 つの分野に分け、回答数の上位

10 誌を示したものが表 2 である。ジャーナルタイトル

はトムソン・ロイター社 Journal Citation Reports の略称

に従った。分野にまたがって Nature, Science 両誌が

挙げられていることが分かり、世界レベルでも両誌の

存在感を示す結果となった。一方、Engineering 以外

の分野では、その分野を代表すると思われる、その

分野だけで挙げられているジャーナルが上位に存在

することが確認できる。Engineering では、物理、化学、

物質を中心としたジャーナルが混在することが分かっ

た。これは、工学的アプローチを行う対象が様々であ

り、第 2 専門分野で多様化していることを反映してい

るものと思われる。どの分野も一人当たり 7-8 誌を挙

げており、分野別で、挙げるジャーナル数に際は見ら

れなかった。 
 
表 3 分野別トップジャーナル数と上位占有率 

 
 
続いて、ユニークジャーナル数、1 ジャーナルあた

りの回答数、上位 10 誌が全体に占める割合、上位

10％にあたるジャーナルが占める割合を集計した結

果を表 3 に示す。その中でも、分野別の特徴が一番

現れた、上位 10％誌が占める割合を図 1 に示す。 
 

 
図１ 分野別トップジャーナルの中の集中度（上位 10％誌

割合） 
 

図表より、挙がったジャーナルの種類（ユニーク誌

数）の多少、上位占有度の割合の高低を見ることで、

分 野 別 の 特 徴 が 掴 め る 。 例 え ば Earth and 
Environmental Scienc, Engineering では、そのコ

ミュニティが挙げるユニークジャーナル数が多いが、

Biology では少ない。Biology では、上位 10％誌へ

の 集 中 も 高 い が 、 Astronomy and Planetary 
Science や Engineering では低い。いずれにせよ、

ほとんどの分野で上位 10％誌比率が過半数以上で

あり、研究者が認めるトップジャーナル群の存在を確

Astronomy and
Planetary Science Biology Chemistry

Earth and
Environmental Science

総回答ジャーナル数 375 12075 2901 1588

ユニーク誌数 36 505 207 314

回答/ジャーナル数 10.4 23.9 14.0 5.1

上位10誌占有率 77.9% 49.1% 58.3% 53.5%

上位10％誌占有率 44.8% 90.7% 76.4% 68.1%

Engineering Materials Science Medicine Physics

総回答ジャーナル数 1188 1521 7509 2236

ユニーク誌数 372 137 724 191

回答/ジャーナル数 3.2 11.1 10.4 11.7

上位10誌占有率 37.9% 56.1% 41.6% 58.9%

上位10％誌占有率 58.3% 67.3% 81.9% 75.9%
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表 4 分野別トップジャーナルリスト(重み付けあり 10 位まで) 

 

*単純集計（表2）の順位

Astronomy and Planetary Science point * Biology point * Chemistry point * Earth and Environmental Science point *

1 NATURE 380 4 NATURE 10757 1 J AM CHEM SOC 1968 1 NATURE 1381 2 1
2 SCIENCE 360 1 SCIENCE 9326 2 SCIENCE 1933 3 SCIENCE 1276 1 2
3 ASTROPHYS J 326 2 CELL 6106 4 NATURE 1837 5 NAT GEOSCI 981 3 3
4 ASTRON ASTROPHYS 259 3 P NATL ACAD SCI USA 5145 3 ANGEW CHEM INT EDIT 1676 2 GEOPHYS RES LETT 504 4 4
5 MON NOT R ASTRON SOC 241 6 PLOS BIOL 2542 5 NAT CHEM 1595 4 EARTH PLANET SC LETT 481 5 5
6 ASTRON J 227 5 NAT CELL BIOL 2099 6 CHEM COMMUN 793 6 GEOLOGY 472 6 6
7 ICARUS 114 7 NAT MED 2060 9 J ORG CHEM 625 7 P NATL ACAD SCI USA 436 8 7
8 J GEOPHYS RES 78 8 NAT GENET 1825 10 ORG LETT 576 9 J GEOPHYS RES 399 7 8
9 NAT PHYS 71 10 J BIOL CHEM 1534 8 P NATL ACAD SCI USA 561 10 J CLIMATE 196 9 9

10 PHYS REV LETT 59 - EMBO J 1529 7 CHEM-EUR J 508 8 GEOCHIM COSMOCHIM AC 186 10 10
GEOPHYS RES LETT 59 9

Engineering point * Materials Science point * Medicine point * Physics point *

1 NATURE 813 2 NAT MATER 1159 1 NEW ENGL J MED 6387 1 PHYS REV LETT 1759 1 1
2 SCIENCE 798 1 NATURE 1052 3 LANCET 5067 2 NATURE 1756 4 2
3 P NATL ACAD SCI USA 283 4 SCIENCE 915 4 JAMA-J AM MED ASSOC 3226 3 SCIENCE 1664 2 3
4 error_2（複数候補があり特定できず） 245 5 ADV MATER 677 2 BRIT MED J 1916 4 NAT PHYS 1540 3 4
5 PHYS REV LETT 239 3 NAT NANOTECHNOL 509 6 PLOS MED 1494 5 PHYS REV B 672 5 5
6 NAT MATER 229 9 NANO LETT 484 5 CIRCULATION 1273 6 APPL PHYS LETT 555 6 6
7 APPL PHYS LETT 222 6 PHYS REV LETT 370 7 J CLIN ONCOL 1153 7 NAT MATER 492 8 7
8 NAT NANOTECHNOL 216 7 ADV FUNCT MATER 295 8 LANCET ONCOL 970 8 NAT PHOTONICS 469 9 8
9 NANO LETT 190 8 APPL PHYS LETT 291 9 ANN INTERN MED 879 9 P NATL ACAD SCI USA 456 7 9

10 NAT PHYS 154 10 J AM CHEM SOC 286 10 NATURE 835 - PHYS REV A 326 - 10

認したと言える。また、これは Garfield の集中則[7]
を別の確度から一部確認したことにもなる。すなわち、

学術ジャーナルを形成するコアは集中すること、また、

分野別のコアが存在することである。研究者が注目

するジャーナルが結果的にコアを形成しているとも言

える。 
 

3.3 順位による重み付けの結果 
本調査では、各科学者が挙げたジャーナルに対し

て順位付けを行っている。一位を 10 ポイント、二位を

9ポイントとして傾斜し十位を 1ポイントとして、重み付

けを行い、再集計を行った結果を表 4 に示す。分野

によって多少の順位変動があることが分かった。 
 
表 5 重み付けありの上位誌集中度 

 
 

また、上位 10％を占めるポイントの占有率を表５に

示す。重み付けを行うことで、いずれの分野でも集中

度がより高まることが分かり、特に Biology では上位

10%で全体の 90%以上を占める結果となった。 
 以上より、研究者がトップジャーナルとして認めるジ

ャーナル群が存在すること、また、分野により多少の

差異はあるものの、トップジャーナル群の中でもさら

に集中が起きていることが分かった。この結果を踏ま

え、研究者が注目し、認めるジャーナル群の論文出

版量を持って例えば国別や大学別ベンチマークを行

うことで、被引用数の利用とは別の視点からの研究評

価を行える示唆を得た。 

6. おわりに 
本調査研究の中長期課題と展望を述べる。 

(1) 再調査を念頭においた検討課題 
 より科学的なサンプル抽出法を用いた調査設計 

本調査は、最近論文を投稿したことがある研

究者に対し一定規模数で調査を行っており、解

析結果に一定の価値はあると考えられるが、今

回の調査母数が、分野別割合などを含め研究

者の集団を代表しているとは必ずしも言えない。

この点に配慮した調査が望まれる。 
 分野分けの再検討 

本調査設計の分野分けは、結果的に特定の

出版者の分類に依存した形で行われた。より一

般的、汎用的な分野分けを行うことにより、他の

調査との比較を可能としたい。 
 回答者の地域別の解析 

 本調査は国際的な視点の元、地域、国を問わ

ない研究者コミュニティーが挙げるトップジャー

ナルについて議論した。分野にも依るが、地域

性を持ったジャーナルも存在することが定性的

には判っているので、回答者の地域別クロス集

計を行うことで、地域差の存在を定量的に示す

ことを検討したい。 
 

(2) 調査発展のための検討課題 
 日本の研究者に限ったより詳細な調査（和文、

工学系） 
どのジャーナルが良いと研究者が考えている

かは、研究者コミュニティーに依存することが今

回の調査で分かったが、そこに別の観点として

先にも述べた地域性を認めることが十分に推察

できる。日本の研究者に特化した同様の調査を

行うことで、例えば和文誌や日本の学会が発行

Astronomy and
Planetary Science

Biology Chemistry Earth and
Environmental Science

総ポイント数 2592 76802 18895 10590
ユニーク誌数 36 505 207 314
ポイント/ジャーナル数 72.0 152.1 91.3 33.7
上位10％誌占有率 51.1% 91.9% 79.4% 72.5%

Engineering Materials Science Medicine Physics
総ポイント数 8111 9773 51291 14826
ユニーク誌数 372 137 724 191
回答/ジャーナル数 21.8 71.3 70.8 77.6
上位10％誌占有率 61.2% 71.0% 83.5% 79.5%
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する英文誌の影響を取り込む調査設計が可能と

なり、日本の大学間の研究力を適切に比較する

手法としての展開が期待される。 
 人文社会学系で研究論文を重視している分野

に対する調査 
人文社会学系においても、経済学、心理学な

ど、研究論文を研究成果として重視する分野が

存在する。また、一般的に人社系は被引用数総

数が理工系より少なく、被引用数以外の評価指

標が求められているため、本調査の援用による

評価手法の開発は検討に値すると考えられる。 
 Wish リストと実際の投稿、掲載先の差分 

このトップジャーナルの定義で得られるジャー

ナル群はあくまで出したい（wish）ジャーナル群

であって、実際にそのジャーナルに投稿したか、

あるいは掲載されたかをみていない。掲載希望

ジャーナルとは別に掲載したことのあるトップジ

ャーナルの調査を行い、差分を把握し議論する

ことで、研究評価に役立つ示唆を得ることが期

待される。 
 新領域、新刊ジャーナル対応との相補性の確保 

本手法は、あくまで既存のジャーナルをベー

スにした調査となるため、新しい領域や新刊ジャ

ーナルの論文を把握することは構造的に難しい。

この調査手法を研究評価に展開する際は新刊

ジャーナルに掲載される論文の評価と組み合わ

せ相補性をもって行うべきと考えられる。 
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